
広報うわじま６月号　 10 

情報

たうん
ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ぼ
し
ゅ
う

市役所への問合先

□本　　　庁 ☎２４�－�１１１１

□吉 田 支 所 ☎５２�－�１１１１

□三 間 支 所 ☎５８�－�３３１１

□津 島 支 所 ☎３２�－�２７２１

□宇和海支所 ☎６２�－�０３１１

第
69
回
南
予
美
術
展
作
品

　　

あ
な
た
の
創
作
し
た
作
品
を

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
由

な
発
想
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
と　

き
】

（
前
期
）
11
月
14
日
㈯
〜
18
日
㈬

（
後
期
）
11
月
19
日
㈭
〜
22
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
対　

象
】
宇
和
島
圏
内
に
住

む
高
校
生
以
上
の
人

【
出
品
点
数
】
１
人
１
作
品
（
絵

画
・
立
体
造
形
・
陶
芸
・
工
芸
・

デ
ザ
イ
ン
・
写
真
・
書
道
な
ど
）

【
規　

格
】
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
は

50
号
以
下
。
作
品
の
裏
面
に
氏

名
・
題
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
合
先
】
９
月
16
日
㈬

ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
内
線
２
７
１
９
へ

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

　

市
介
護
保
険
事
業
計
画
（
27

〜
29
年
度
）
に
基
づ
き
、
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

「
え
ひ
め
夢
提
案
」
制
度

﹁
え
ひ
め
夢
提
案
制
度
﹂
と
は

　

県
の
権
限
に
属
す
る
規
制
の

緩
和
や
、
県
独
自
の
支
援
措
置

を
行
う
制
度
で
す
。

あ
ふ
れ
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

お
よ
び
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
７
月
31
日
㈮

○
エ
ピ
ソ
ー
ド
部
門

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
で
あ

れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
規
定
】
日
本
語
で
８
０
０

字
以
内
（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

【
応
募
・
問
合
先
】
県
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
０
８
９�

ー�

９
１
２�

ー�

２
９
７
２

○
写
真
部
門

愛
顔
の
写
真
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
規
定
】
５
Ｍ
Ｂ
以
下
の

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ

※ 

フ
ィ
ル
ム
の
ス
キ
ャ
ン
デ
ー

タ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
・
問
合
先
】
㈻
河
原
学

園
学
園
本
部
「
愛
顔
の
写
真

館
え
ひ
め
」
作
品
募
集
係
☎

０
８
９�

ー�

９
４
３�

ー�

５
３
３
３

【
募
集
対
象
サ
ー
ビ
ス
】

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

【
募
集
定
数
】
１
事
業
所
（
市

内
全
域
）

【
開
設
予
定
】
平
成
28
年
４
月

【
募
集
要
件
】

①
法
人
格
を
有
し
て
い
る
こ
と

※ 

営
利
・
非
営
利
は
問
い
ま
せ
ん
。

② 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
運
営

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
事

業
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
こ
と

③ 

市
条
例
で
定
め
る
人
員
・
設

備
・
運
営
な
ど
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
こ
と

④ 

介
護
保
険
法
で
定
め
る
事
業

者
の
指
定
禁
止
要
件
に
該
当

し
な
い
こ
と

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
７
月
１
日

㈬
〜
21
日
㈫
に
事
業
所
設
置
計

画
申
込
書
と
添
付
書
類
を
添
え

て
、
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

係
☎
内
線
２
１
５
７
へ

「
愛え

が

お顔
」
あ
ふ
れ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
・
写
真

　

愛
と
笑
顔
が
結
ば
れ
て
生
ま

れ
た
「
愛え

が

お顔
」。
県
で
は
愛
顔

え
ひ
め
共
働
き
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
賛
同
企
業

　

県
は
、
出
生
率
の
向
上
を
目

指
す
た
め
、
共
働
き
家
庭
へ

の
支
援
を
通
じ
て
、
男
女
と

も
に
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が

で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
や
、

女
性
の
労
働
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
情
報
発
信
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
共
働
き
支
援
に

賛
同
し
、
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
あ
る
い
は
今
後
、
取

り
組
も
う
と
い
う
意
欲
が
あ

る
県
内
企
業
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
共
働
き
支
援
フ
ェ

ア
」
を
開
催
す
る
企
業
な
ど

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
組
み
を
し
た
い
が
、
規
制
な

ど
で
行
え
な
い
場
合
な
ど
の
、

規
制
緩
和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

に
関
す
る
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
６
月
１
日
㈪
〜

30
日
㈫

【
問
合
先
】
県
地
域
政
策
課
☎

０
８
９�

ー�

９
１
２�

ー�

２
２
３
５



11 　広報うわじま６月号

も
よ
お
し

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

『�

ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
で
お
絵
か

き
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
』

【
と　

き
】
６
月
７
日
㈰
、
24

日
㈬
、
26
日
㈮　

ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

【
持
参
品
】
筆
記
用
具
、
洗
濯

バ
サ
ミ
、
も
の
さ
し
、
ハ
サ
ミ

【
受　

付
】
６
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
〜

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
25�

｜�

７
５
１
４

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

（
女
性
限
定
）

『�

自
分
で
ゆ
か
た
を
着
て
夜
市

に
行
こ
う
』

【
と　

 

き
】

第
１
回　

６
月
27
日
㈯

第
２
回　

７
月
11
日
㈯

い
ず
れ
も
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

※
各
１
回
の
講
座
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
和
田 

周
子 

さ
ん

【
定　

員
】
14
人
（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料

【
持
参
品
】
ゆ
か
た
、
半
幅
帯
、

伊
達
締
め
、
肌
着
、
腰
紐
３
本
、

下
駄
（
履
き
も
の
）

【
受
付
開
始
】
６
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
〜

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
25�

｜�

７
５
１
４

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
登
録
す
る
と
】

▽ 

賛
同
す
る
企
業
・
団
体
を

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

紹
介

▽ 

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
車
両

屋
外
用
ス
テ
ッ
カ
ー
、
名

刺
用
シ
ー
ル
、
ポ
ス
タ
ー

を
無
料
で
配
布

【
申
込
方
法
】
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
賛
同

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
県
男
女
参

画
・
県
民
協
働
課

☎
０
８
９�

ー�

９
１
２�

ー�

２
３
３
２

０
８
９�

ー�

９
１
２�

ー�

２
４
４
４

da
njokyodo@

pref.ehim
e.jp

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
教
室

【
と　

き
】

▽
初
心
者
コ
ー
ス

第
１
回　

６
月
21
日
㈰

第
２
回　

６
月
28
日
㈰

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

▽
中
級
コ
ー
ス（
あ
じ
ろ
編
み
）

第
１
回　

６
月
24
日
㈬

第
２
回　

７
月
１
日
㈬

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

※ 

各
コ
ー
ス
と
も
、
２
回
の
参

加
で
作
品
が
完
成
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
大
宮 

裕
子 

さ
ん

【
定　

員
】
15
人
程
度

【
受
講
料
】
無
料
（
材
料
代

１
，５
０
０
円
は
受
講
者
負
担
）

Ｎ
ａ
ｎ
ｐ
ｕ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ

２
０
１
５　

あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー

【
と　

き
】
６
月
20
日
㈯　

（
受
付
）
午
後
６
時
30
分
〜

（
開
会
）
午
後
７
時
〜

【
と
こ
ろ
】
ゆ
ら
り
内
海
（
愛

南
町
）

【
対　

象
】
交
際
相
手
を
探
し

て
い
る
25
歳
〜
お
お
む
ね
40
歳

の
独
身
男
女

【
参
加
費
】

（
男
性
） 

４
，
０
０
０
円　

（
女
性
） 

２
，
０
０
０
円　

【
定　

員
】
男
女 

各
10
人
（
合

計
20
人
程
度
）

【
送　

迎
】
Ｊ
Ｒ
宇
和
島
駅
〜

会
場
ま
で
の
主
要
な
道
路
沿
い

で
往
復
送
迎
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
６
月
10
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、住
所
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
送
迎
希
望
の
有
無
を

記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。
結
果
は
郵
送
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】

〒
798 

ー 

８
６
０
１
宇
和
島
市
曙

町
１
番
地 

宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
「
あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
係

☎

22�

ー�

８
６
６
４

24�

ー�

３
９
４
３

na
npu@

city.uw
a
jim
a
.lg
.jp

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
各
１
回
の
講
座
で
す
。

【
と
こ
ろ
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
和
田 

周
子 

さ
ん

【
定　

員
】
14
人

【
受
講
料
】
無
料
（
資
料
代
２

０
０
円
は
受
講
者
負
担
）

【
受
付
開
始
】
６
月
２
日
㈫

午
前
９
時
〜

【
申
込
・
問
合
先
】
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
25�

｜�

７
５
１
４

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

【
対　

象
】
小
学
生

【
種　

目
】

（
剣
道
）
６
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
６
月
５
日

㈮
、
19
日
㈮

（
硬
式
テ
ニ
ス
）
６
月
12
日
㈮
、

26
日
㈮

（
体
操
）
６
月
17
日
㈬

い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜
７
時

【
会　

費
】
月
額
１
，０
０
０
円

※
全
て
の
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
環
太
平
洋

大
学
短
期
大
学
部
内
（
浅
野
）

☎
22�

ー�

３
１
７
９ 

24�

｜�

５

６
２
７

�a
sa
n
o@
a
ita
n
.a
c.jp
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24�－�１１１１
□ 吉 田 支 所 ☎52�－�１１１１

□ 三 間 支 所 ☎58�－�３３１１
□ 津 島 支 所 ☎32�－�２７２１
□ 宇和海支所 ☎62�－�０３１１

お
し
ら
せ

宇
和
島
市
奨
学
生（
追
加
）

　

経
済
的
な
理
由
で
修
学
す
る

こ
と
が
困
難
な
学
生
を
対
象

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
奨
学
生

を
追
加
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

は
、
学
校
長
を
経
由
し
て
願
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

６
月
22
日
㈪
〜
７
月
10
日
㈮

【
対　

象
】
高
校
・
高
専
学
校
・

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の
学
生

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
貸
与
額
】

▽ 

高
校
・
高
専
学
校 
＝ 
修
学

金
１
万
５
，０
０
０
円（
月
額
）

▽ 

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校 

＝ 

修
学
金
３
万
円
（
月
額
）

※ 

支
度
金
の
貸
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
貸
与
期
間
】
平
成
27
年
10
月
〜

【
出
願
資
格
】
▽
高
校
・
高
専

学
校
・
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
に
在
学
し
て
い
る 

▽
ほ
か
の

育
英
・
奨
学
な
ど
の
奨
学
資
金

を
受
け
て
い
な
い 

▽
人
物
と
学

業
が
優
良
・
健
康
で
あ
り
、
学

資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る 

▽
保
護
者
が
市
内
に
住
ん

で
い
る

【
連
帯
保
証
人
】
奨
学
生
に
採

用
さ
れ
た
と
き
、
貸
与
が
終
了

し
た
と
き
に
は
連
帯
保
証
人

（
市
県
民
税
を
賦
課
さ
れ
滞
納

し
て
い
な
い
人
）が
必
要
で
す
。

【
返
還
方
法
】
奨
学
生
で
な
く

な
っ
た
あ
と
、
原
則
１
年
が
過

ぎ
た
日
か
ら
10
年
以
内
に
半
年

賦
で
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
学
校
長
ま
た
は
教

育
総
務
課
☎
内
線
２
７
０
８

子
ど
も
の
虐
待

ま
ず
連
絡
を

　

皆
で
子
ど
も
の
虐
待
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。
虐
待
を
見
か
け

た
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
。

【
相
談
先
】
福
祉
課
児
童
福

祉
係
家
庭
相
談
員
☎
内
線

２
１
５
５

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

電
話
相
談

　

い
じ
め
・
児
童
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る

電
話
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０�

ー�

０
０
７�

ー�

１
１
０

【
と　

き
】

 

▽
６
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮ 

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰ 

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
相
談
者
】

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

【
問
合
先
】
松
山
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
８
９�

ー�

９
３
２�

ー�

０
８
８
８

市
立
宇
和
島
病
院 

初
診

に
か
か
る
特
別
の
料
金
変
更

　　

ほ
か
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
状
を
持
た
ず
に
市
立
宇
和
島

病
院
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
、

平
成
８
年
４
月
の
健
康
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、「
患
者
の
自
己

の
選
択
に
よ
る
受
診
」
に
該
当

し
、
通
常
の
医
療
費
の
ほ
か
に

「
初
診
に
か
か
る
特
別
の
料
金
」

と
し
て
４
０
０
円
（
税
抜
）
の

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

難
病
医
療
相
談

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、、
難

病
の
人
の
療
養
生
活
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
宇
和
島
保
健
所

【
内　

容
】
面
接
相
談（
予
約
制
）

※ 

窓
口
相
談
・
訪
問
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
随
時
実
施
し
ま
す
。

【
担
当
者
】
保
健
師

※ 

必
要
に
応
じ
て
保
健
所
医

師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士

な
ど
が
対
応
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
保
健
所
健

康
増
進
課
☎
22�

ー�

５
２
１
１
内

線
２
６
０

第
13
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
５

～
障
害
者
技
能
競
技
大
会
～

【
と　

き
】
７
月
18
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

愛
媛
（
松
山
市
西
垣
生
町
）

【
競
技
種
目
】

①
ワ
ー
プ
ロ
（
文
書
作
成
）

②
表
計
算

③
箱
製
作
（
箱
折
）

④
喫
茶
サ
ー
ビ
ス

⑤
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

⑥
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

【
参
加
資
格
】
身
体
障
害
者
手

帳
（
診
断
書
）・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳（
判

定
書
）
が
あ
る
満
15
歳
以
上
の

人（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

【
募
集
期
間
】
６
月
５
日
㈮
ま
で

【
申
込
・
問
合
先
】（
独
）
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

愛
媛
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務

課☎
０
８
９�

｜�

９
０
５�

｜�

６
７
８
０

０
８
９�

｜�

９
０
５�

｜�

６
７
８
１

も
よ
お
し

市
長
の
資
産
な
ど
公
開

　

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
宇
和
島
市
長
の
資
産
等
の
公

開
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
長
の
資
産
等
補
充

報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
、
関

連
会
社
等
報
告
書
の
閲
覧
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
30
日
㈫
〜　

（
執
務
時
間
中
）

【
と
こ
ろ
】
総
務
課
秘
書
広
報

係 ※ 

報
告
書
の
持
ち
出
し
・
コ

ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】
総
務
課
秘
書
広
報

係
☎
内
線
２
４
２
５
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労
働
保
険
の
年
度
更
新

　

労
働
保
険
の
平
成
27
年
度
の

年
度
更
新
が
始
ま
り
ま
す
。
電

子
申
請
（h

ttp
://w
w
w
.e
-g
ov
.

g
o.jp

）
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
期　

間
】
６
月
１
日
㈪
〜
７

月
10
日
㈮

【
問
合
先
】
愛
媛
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
☎
０
８
９�

ー�

９
３
５�

ー�

５
２
０
２

身
元
不
明
遺
体
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
遺
体
は
火
葬
し
、
静
愁
苑

に
安
置
し
て
い
ま
す
。
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
発
見
場
所
】
Ｊ
Ｒ
高
光
駅
南

方
約
65
．
９
ｍ
先
の
線
路
上

【
発
見
年
月
日
】
４
月
１
日

【
年
齢
・
性
別
】
50
歳
以
上
（
推

定
）・
男
性

【
死
亡
推
定
年
月
日
】
４
月
１
日

【
死　

因
】
れ
き
死

【
特　

徴
】
身
長
１
６
５
〜
１
８
０

㎝
程
度
、
や
や
肥
満
、
頭
髪
は

頭
頂
部
が
薄
め
の
白
髪
交
じ
り

　

し
か
し
、
周
辺
医
療
機
関
と

の
機
能
分
化
を
よ
り
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
７
月
１

日
よ
り
「
初
診
に
か
か
る
特
別

の
料
金
」
を
１
，０
０
０
円
（
税

抜
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

初
診
で
紹
介
状
を
持
た
ず
に

当
院
の
受
診
を
希
望
す
る
人
に

は
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
市
立
宇
和
島
病
院

医
事
課
☎
25�

ー�

１
１
１
１
内
線

３
２
０
１
３

【
服　

装
】
灰
色
作
業
上
着
、

灰
色
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
黒
色
長
ズ

ボ
ン
、
白
色
股
引
、
白
色
タ
ン

ク
ト
ッ
プ
、
ス
ト
ラ
イ
プ
柄
ト

ラ
ン
ク
ス
、
黒
色
靴
下
、
黒
色

26
㎝
の
靴
、
ベ
ル
ト
着
用

【
所
持
品
】
所
持
金
２
０
３
万

８
１
６
円
、
銀
色
の
腕
時
計
、

黒
色
の
小
銭
入
れ
、
茶
色
の
札

入
れ 

な
ど

【
問
合
先
】
生
活
支
援
課
☎
内

線
２
２
０
４

ル
ー
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

【
登
録
す
る
と
】

▽ 

市
が
発
信
す
る
各
種
情
報
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▽ 

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
市
の

施
設
に
掲
示
で
き
ま
す

▽ 

市
地
域
づ
く
り
団
体
活
動
補

助
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

○�

市
地
域
づ
く
り
団
体
活
動

　

補
助
金
（
２
次
募
集
）

【
対　

象
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

【
補
助
対
象
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
を

行
っ
た
団
体
が
主
体
と
な
っ
て

行
い
、
多
数
の
住
民
参
加
が
期

待
で
き
る
事
業

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
10
万
円
ま
で

① 

事
業
の
総
額
が
10
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

② 

ほ
か
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

た
事
業
で
な
い
こ
と

③ 

平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
ま
で
に
事
業
を
実
施

お
よ
び
完
了
す
る
こ
と

【
申
請
期
限
】
６
月
30
日
㈫

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
企
画
情
報
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
内
線

２
２
３
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
皆
さ
ん

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
・
地
域
づ
く
り

団
体
活
動
補
助
金
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
制
度

【
対　

象
】
市
内
で
活
動
す
る

５
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

市
内
に
は
、
県
内
最
多
と
な

る
２
，
０
１
１
箇
所
が
土
砂
災

害
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

危
険
箇
所
を
確
認
し
、｢

日

ご
ろ
の
備
え｣

を
万
全
に
し
て
、

｢

早
め
の
避
難｣

を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

　

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

の
訓
練
放
送
が
入
り
ま
す
。

【
と　

き
】
６
月
７
日
㈰ 

午
前

９
時
〜
10
時
（
３
回
程
度
）

【
問
合
先
】
危
機
管
理
課
☎
内

線
２
０
３
０

「
愛え

が

お顔
の
え
ひ
め
商
品
券
」

発
売　

　

市
内
の
商
工
会
議
所
お
よ
び

商
工
会
で
、
7
月
1
日
か
ら
販

売
し
ま
す
。

【
販
売
金
額
】
１
セ
ッ
ト
１
万
円

（
１
万
２
，
０
０
０
円
分
商
品
券
）

※
１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
。

（
内
訳
）
県
内
全
域
使
用
分
１
，

０
０
０
円
券
×
６
枚
、
宇
和
島

市
内
使
用
分
１
，
０
０
０
円
券

×
６
枚

【
購
入
方
法
】
商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
会
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
５
月
25
日
㈪
〜

６
月
10
日
㈬

【
利
用
で
き
る
店
舗
】
県
内
の

小
売
業
、
飲
食
業
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
業
の
う
ち
、「
愛
顔
の
え

ひ
め
商
品
券
取
扱
店
舗
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
の
貼
っ
て
あ
る
店
舗

【
問
合
先
】

宇
和
島
商
工
会
議
所
☎
22�

ー�

５
５
５
５

吉
田
三
間
商
工
会
☎
52�

ー�

２
２
３
３

津
島
商
工
会
☎
32�

ー�

２
２
１
５

○�

宇
和
島
地
域
商
品
券
〈
も
ー

に
商
品
券
〉

　

今
年
も
、
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
商
工
会
議

所
☎
22�

ー�

５
５
５
５
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【問合先】ＦＭがいや
☎４９�－�１７６９
r-m@gaiya769.jp

http://www.gaiya769.jp/

ＭＡＲＫと楽しい仲間たち

【パーソナリティ】　

末光 正浩 さん、酒井 博司 さん

月曜日　午後２時～　　午後５時～、午後１０時～再

　懐かしのフォーク

ソングや、オリジナ

ル曲をスタジオ生演

奏でお届けします。

リクエスト、メッセー

ジお待ちしています。

※ 各番組への感想やリクエストも受け付けて
います。

第
10
回
特
別
弔
慰
金

の
支
給

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦

没
者
の
皆
様
に
、
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
ご
遺
族
の

皆
様
へ
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国

債
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

今
回
の
弔
慰
金
は
、
償
還
額

を
年
５
万
円
に
増
額
す
る
と
と

も
に
、
５
年
ご
と
に
国
債
を
交

付
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
４
月

１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な

ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
な
ど

の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
。

⑴ 

４
月
１
日
ま
で
に
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
」

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶ 

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母 

②
孫

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

お
し
ら
せ

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】
平
成
27
年
６
月

１
日
〜
平
成
30
年
４
月
２
日

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
弔
慰

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
請
求
・
問
合
先
】

福
祉
課
援
護
福
祉
係
☎
内
線

２
１
５
４
・
２
１
１
７

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら

理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
を
支
援
し
ま
す
。

○�

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

活
動
補
助
金

【
対　

象
】
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
内
容
の
も
の
で
、

① 

研
修
会
な
ど
へ
参
加
す
る
20

歳
以
上
の
人

② 

研
修
会
の
開
催
や
啓
発
活
動

を
行
う
市
民
団
体

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、

① 

１
人
３
万
円
ま
で　

② 

１
件
10
万
円
ま
で

○
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

　

育
児
・
介
護
な
ど
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
学
習
会
を
開
く

と
き
の
講
師
の
手
配
・
謝
礼
金

支
給
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

【
対　

象
】
市
内
に
在
住
、勤
務
、

ま
た
は
通
学
す
る
人
で
構
成
さ

れ
た
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

【
補
助
金
額
】
１
回
２
万
円
ま

で（
講
師
へ
の
謝
礼
金
・
交
通
費
）

※ 
い
ず
れ
も
平
成
27
年
度
内
に

事
業
が
完
了
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
予
定
数
に

達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
１
月

27
日
㈬
ま
で

【
申
込
・
問
合
先
】
企
画
情
報

課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
内

線
２
２
３
６

�g
ender@

city.uw
a
jim
a
.lg
.jp

【開催日程】６月15日㈪～ 30日㈫
 ※本会議は午前10時から。

市議会６月定例会

▽６月15日　本会議（提案説明）

▽22・23日　本会議
　　　　　　（一般質問、議案質疑、委員会付託）

▽ 　 　 24日　本会議予備日

▽25・26日　委員会審査

▽ 　 　 30日　本会議（表決）

【問合先】市議会事務局☎４９�ー�７０３５

本会議がインターネット中継されます
市ホームページ・宇和島ケーブルテレビ・ＦＭが
いや（76.9ＭＨｚ）から、本会議（生中継）を視
聴できます。

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24�－�１１１１
□ 吉 田 支 所 ☎52�－�１１１１

□ 三 間 支 所 ☎58�－�３３１１
□ 津 島 支 所 ☎32�－�２７２１
□ 宇和海支所 ☎62�－�０３１１



15 　広報うわじま６月号

ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

所得制限限度額

扶養親族など 所得額 収入額

０人 622.0 万円 833.3 万円
１人 660.0 万円 875.6 万円
２人 698.0 万円 917.8 万円
３人 736.0 万円 960.0 万円
４人 774.0 万円 1,002.1 万円
５人 812.0 万円 1,042.1 万円
６人以上 １人につき所得額を 38 万円加算

児
童
手
当
・
各
種
医
療
費

（
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
重
度
心
身
障
害
者
）
の
手
続
き

福祉福祉

　

更
新
手
続
き
を
し
ま
す
の

で
、
６
月
上
旬
に
送
付
す
る
申

請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
と　

き
】
６
月
８
日
㈪
〜
12

日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】

▽ 

市
役
所 

福
祉
課
（
22
番
窓
口
）

▽ 

吉
田
・
三
間
・
津
島
支
所　

福
祉
環
境
係

▽
宇
和
海
支
所
（
各
出
張
所
）

【
持
参
物
】

・
印
か
ん
（
み
と
め
印
で
も
可
）

・
健
康
保
険
証

・ 
現
在
交
付
中
の
母
子
家
庭
医

　

療
費
受
給
者
証

・ 

送
付
の
母
子
家
庭
医
療
費
受

給
資
格
登
録
（
更
新
）
申
請
書

父
子
家
庭
の
医
療
費
助
成
の

開
始

　

７
月
１
日
よ
り
、
現
在
の
母

子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
が
父

子
家
庭
に
も
拡
充
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
合
先
】
福
祉
課
児

童
福
祉
係
（
22
番
窓
口
）
☎
内

線
２
１
４
７
ま
た
は
各
支
所
福

祉
環
境
係
・
宇
和
海
支
所
（
各

出
張
所
）

母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新

　

現
在
交
付
し
て
い
る
母
子
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
は
、
有
効

期
限
が
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

児
童
手
当
現
況
届

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

時
点
で
の
児
童
の
養
育
状
況
や

所
得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
引

き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
期
限
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
６

月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

【
提
出
期
間
】
６
月
17
日
㈬
〜

30
日
㈫ 

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

【
支
給
額
（
月
額
）】
０
歳
〜
３

歳
未
満 

１
５
，０
０
０
円
、
３

歳
〜
中
学
生 

１
０
，０
０
０
円

※ 

３
歳
〜
小
学
生
の
第
３
子
以

降
は
１
５
，０
０
０
円
。

※ 

所
得
制
限
を
超
え
る
場
合
、

１
人
あ
た
り
５
，０
０
０
円
。

【
支
給
日
（
２
月
～
５
月
分
）】

６
月
15
日
㈪
に
口
座
振
込

▽ 

父
子
家
庭
の
父
と
子
、
ま
た

は
養
育
者
と
子
で
生
計
を
維

持
し
て
い
る
こ
と

▽ 

父
ま
た
は
養
育
者
の
所
得
税

が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▽ 

父
ま
た
は
養
育
者
と
子
の
健

康
保
険
証
が
同
じ
で
あ
る
こ

と

【
受
付
開
始
】
６
月
17
日
㈬
〜

【
と
こ
ろ
】

▼
市
役
所 

福
祉
課
（
22
番
窓
口
）

▼ 

吉
田
・
三
間
・
津
島
支
所

　

福
祉
環
境
係

▼
宇
和
海
支
所
（
各
出
張
所
）

【
持
参
物
】

・
印
か
ん
（
み
と
め
印
で
も
可
）

・
健
康
保
険
証

・ 

源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申 

　

告
書
写
（
平
成
27
年
１
月
２ 

　

日
以
降
に
市
内
に
転
入
の
人
）

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
共
通

【
問
合
先
】
福
祉
課
児
童
福
祉

係
☎
内
線
２
１
４
６
ま
た
は
各

支
所
福
祉
環
境
係

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新　
　

　

現
在
交
付
し
て
い
る
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

は
、
有
効
期
限
が
６
月
30
日
ま

で
で
す
。

　

更
新
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
・
委
任
状
（
６
月
５
日

㈮
発
送
予
定
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

で
も
、
給
付
事
務
の
委
任
の

た
め
委
任
状
は
必
要
で
す
。

※ 

65
歳
〜
74
歳
の
受
給
者
の
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
で
き
ま
す
の
で
、
移

行
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

▽
６
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫

　

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
役
所 

福
祉
課
（
23
番
窓
口
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

▽
６
月
18
日
㈭

　

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

吉
田
・
三
間
支
所
福
祉
環
境
係

・
岩
松
公
民
館

【
持
参
物
】

・
印
か
ん
（
み
と
め
印
で
も
可
）

・
健
康
保
険
証

・ 

現
在
交
付
中
の
重
度
心
身
障

　

害
者
医
療
費
受
給
者
証

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

・
送
付
の
更
新
申
請
書
と
委
任
状

【
問
合
先
】
福
祉
課
障
害
福
祉

係
☎
内
線
２
１
１
０
ま
た
は
各

支
所
福
祉
環
境
係
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市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24 － １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 － １１１１

□ 三 間 支 所 ☎58 － ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎32 － ２７２１

□ 宇和海支所 ☎62 － ０３１１

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率

８
％
の
引
上
げ
お
よ
び
平
成
29

年
４
月
に
10
％
へ
変
更
さ
れ
る

こ
と
に
と
も
な
い
、
次
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
人
は
、
住
民
税

（
市
・
県
民
税
）
の
所
得
割
か

ら
の
税
額
控
除
額
が
拡
充
さ
れ

ま
す
。

【
対　

象
】
次
の
い
ず
れ
に
も

当
て
は
ま
る
人
（
特
定
取
得
）

▽ 

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
６
月
30
日
ま
で
に
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

て
家
屋
を
取
得
（
新
築
、
増

築
ま
た
は
購
入
）
し
て
入
居

し
た
人

▽ 

住
宅
の
取
得
な
ど
に
か
か
る

消
費
税
額
が
８
％
ま
は
た

10
％
で
支
払
を
し
た
人

【
控
除
額
】
次
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
額

・
控
除
可
能
額
の
残
額

・ 

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額  

　

等
の
７
％

　

※
上
限
13
万
６
，
５
０
０
円
。

　

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
以

下
「
年
少
扶
養
親
族
」）
に
は

所
得
控
除
額
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

で
は
非
課
税
限
度
額
判
定
の
扶

養
人
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
（
以
下
「
確

定
申
告
」）
を
し
た
際
に
、
年

少
扶
養
親
族
の
記
載
を
し
て
い

な
い
場
合
、住
民
税
の
算
定
上
、

非
課
税
基
準
の
判
定
人
数
に
含

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

年
少
扶
養
親
族
が
お
り
、
確

定
申
告
を
し
た
人
は
、
申
告
書

の
個
人
控
え
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
確
定
申
告
書
に
年
少
扶

養
親
族
の
記
載
を
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
市
役
所
で
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
に
該
当
し
な
い
場
合
の

控
除
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
控
除
額
】
次
の
う
ち
、
い
ず

れ
か
少
な
い
額

・
控
除
可
能
額
の
残
額

・ 

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額

　

等
の
５
％

※
上
限
９
万
７
，
５
０
０
円
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
に
は
所
得
税
の
確
定
申

告
、
ま
た
は
給
与
の
年
末
調
整

で
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※ 

市
役
所
へ
の
手
続
き
は
不
要

で
す
。

【
問
合
先
】
税
務
課
市
民
税
係

☎
内
線
２
５
１
５
・
２
５
２
０

税金税金

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

確
定
申
告
（
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
）

の
年
少
扶
養
親
族
の
記
載

※ 

医
療
費
控
除
な
ど
の
還
付
申

告
な
ど
で
、
給
与
の
年
末
調

整
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ

り
所
得
控
除
内
容
の
記
載
を

省
略
す
る
確
定
申
告
を
し
た

場
合
で
も
、
年
少
扶
養
親
族

の
氏
名
な
ど
の
記
載
は
必
要

で
す
。

【
申
告
場
所
】
市
役
所
税
務
課

市
民
税
係
ま
た
は
吉
田
・
三
間
・

津
島
各
支
所
税
務
係

【
必
要
な
も
の
】
確
定
申
告
書

個
人
控
え
・
源
泉
徴
収
票
・
印

か
ん
（
ス
タ
ン
プ
式
の
も
の
は

不
可
）

【
問
合
先
】

税
務
課
市
民
税
係
☎
内
線

２
５
２
０

　
　

吉
田
支
所
税
務
係
☎
内
線

５
５
２
７

三
間
支
所
税
務
係
☎
内
線

２
１
６
１

　
　

津
島
支
所
税
務
係
☎
内
線

５
９
１
２

改正前 改正後

居 住 開 始
年 月 日

平成11年１月１日～
平成25年12月31日

平成11年１月１日～
平成26年３月31日

　　　平成26年４月１日～
　　　平成31年６月30日　

控除限度額
（市県民税）

所得税の課税総所得
金額等の５％
（上限97,500円）

所得税の課税総所得
金額等の５％
（上限97,500円）

所得税の課税総所得金額等の７％
（上限136,500円）

注 意 事 項
平成19・20年中の入居者は住民税での
住宅ローン控除の適用はありません

平成26年４月以降の入居で、住宅の
取得などにかかる消費税を５％で支
払いの場合は所得税の課税総所得金
額等の５％（上限97,500円）を適用
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所
有
者
（
設
置
者
）
が
日
頃
か

ら
定
期
的
に
設
備
を
点
検
し
、

衛
生
的
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
貯
水
槽
な
ど
は
い

つ
も
清
潔
に
し
、
水
質
な
ど
の

検
査
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

※ 

貯
水
槽
の
有
効
容
量
が
10
㎥

を
超
え
る
場
合
は
、
法
律
で

年
１
回
の
清
掃
と
定
期
検
査

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
の
漏
水
調
査
を
実
施

　

漏
水
に
よ
る
道
路
の
陥
没
や

資
源
の
無
駄
を
防
ぐ
た
め
、
市

内
各
所
で
漏
水
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
道
路
で
漏
水
音
を
聴

き
取
る
調
査
や
、
各
家
庭
の
水

道
メ
ー
タ
ー
の
調
査
を
行
い
ま

す
。調
査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
調
査
で
皆
さ
ん
か
ら

費
用
を
集
金
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
審
に
思
っ
た
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

配
水
管
の
夜
間
洗
浄
を
実
施

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
水

を
使
用
す
る
量
が
急
に
変
化
し
た

り
、
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
予
防
策
と
し
て
水

道
管
の
洗
浄
を
実
施
し
ま
す
。
洗

浄
作
業
中
は
、
水
圧
が
下
が
っ
た

り
濁
り
水
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

作
業
す
る
地
区
と
日
程
は
個

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安
定
し

た
給
水
を
目
指
し
て
い
ま
す

　

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
安
定

し
て
届
け
る
た
め
に
、
老
朽
管

の
計
画
的
な
取
り
替
え
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
な
ど

の
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
水
道
施
設
の
耐

震
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

貯
水
槽
な
ど
は
い
つ
も
清
潔
に

　

貯
水
槽
以
降
の
給
水
設
備
は

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『 

カ
ラ
カ
ラ
で 

蛇
口
に
飛
び
込
む 

僕
の
口
』

水
道
水
の
水
質
を
厳
し
く
管
理

し
て
い
ま
す

　

「
水
道
水
は
安
全
」　

そ
の
信

頼
に
応
え
、
常
に
安
全
な
水
を

皆
さ
ん
の
も
と
に
お
届
け
す
る

た
め
、
水
源
池
か
ら
蛇
口
ま
で

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
水
質
を
厳

し
く
管
理
し
て
い
ま
す
。

朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外
に

　

朝
一
番
の
水
や
、
長
い
間
留
守

に
し
た
直
後
の
水
道
水
は
、
安

全
の
た
め
の
残
留
塩
素
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
給
水
管
に
鉛
管

が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
鉛
が

溶
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
の
開
栓

直
後
の
水
は
、
念
の
た
め
バ
ケ

ツ
１
杯
を
目
安
に
、
飲
み
水
以

外
の
用
途
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

水道水道

【
問
合
先
】
水
道
局
☎
22 

ー 

５
２
６
５

第
57
回 

水
道
週
間
（
６
月
１
日
㈪
～
７
日
㈮
）

マ
ダ
ニ
に
ご
注
意
！

　　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
感
染
す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症

候
群
（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
が
、
昨

年
度
末
で
県
内
で
は
20
人
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
、

ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ
ダ
ニ

に
咬
ま
れ
て
６
日
〜
２
週
間
後

に
発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
の

症
状
が
現
れ
、
重
症
化
し
て
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
予
防
方
法
】

　

野
山
な
ど
に
入
る
と
き
は
、

肌
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
咬

ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
な
ど
が
マ
ダ
ニ
を
付
け

て
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
た
ら
】

　

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
づ
い

た
ら
、
つ
ぶ
し
た
り
無
理
に
引

き
抜
い
た
り
せ
ず
、
病
院
（
皮

膚
科
）で
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
保
健
所
☎

22 

ー 
５
２
１
１
内
線
２
５
７

　蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
き
れ
い
な
水
道
水
が
出
ま
す
。
こ
の
水
道
週
間
を
機
会
に
、
改
め

て
水
の
尊
さ
、
水
道
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
水
道
に
対
す
る
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

マ
ダ
ニ
に
ご
注
意
！

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

健康健康

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　　

大
麻
や
け
し
に
よ
る
事
件
の

発
生
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
県
で
は
、
６
月
30

日
ま
で
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲

滅
運
動
」
を
実
施
し
、
不
正
栽

培
や
自
生
し
て
い
る
大
麻
・
け

し
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

　

不
正
な
大
麻
・
け
し
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
宇
和
島
保
健

所
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
宇
和
島
保
健
所
☎

28 

ー 

６
１
０
５

　

栽培が禁止されているけし（左）と大麻（右）

出典：厚生労働省「大麻・けしの見分け方」
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経営所得安定対策等 【問合先】農林課☎内線２８１３
中国四国農政局松山地域センター農政推進グループ
☎０８９ － ９３２ － ６９８９

■ 畑作物の直接支払交付金および収入減少影響緩和対策

【対象者】認定農業者、集落営農、認定新規就農者

【数量払】（水田・畑地共通）

対象作物 平均交付単価

小麦 6,320 円 / 60kg　
二条大麦 5,130 円 / 50kg　
六条大麦 5,490 円 / 50kg　
ハダカ麦 7,380 円 / 60kg　
大豆 11,660 円 / 60kg　
テン菜 7,260 円 / ｔ　　
でん粉原料用バレイショ 12,840 円 / ｔ　　
ソバ（未検査品は除外） 13,030 円 / 45kg　
ナタネ 9,640 円 / 60kg　

※交付単価は品質に応じて増減します。
【面積払】（営農継続支払）
当年産の生産面積に応じて２万円 / 10ａを交付。
（数量払からの先払いになります。）
【ナラシ対策】（収入減少影響緩和対策）
当年産の販売収入が標準的収入を下回った場合に、
その差額の９割を補填（要積立金）。
※ 畑地も対象です。畑地での申請についてはご相談
ください。

■ 水田活用の直接支払交付金

【戦略作物助成】

対象作物 交付単価

麦、大豆、飼料作物 ３．５万円 / 10ａ
ＷＣＳ用稲 ８．０万円 / 10ａ
加工用米 ２．０万円 / 10ａ
飼料用米、米粉用米 ５．５～10.５万円 / 10ａ

※ 飼料用米、米粉用米の交付単価は収量に応じて変
動します。

【飼料用米への加算措置】（上記単価に上乗せ）

助成の種類 交付単価

担い手（認定農業者、集落営農組
織、人・農地プランの中心経営体）
への加算

１.０万円 / 10ａ

多収性専用品種への取り組み １.２万円 / 10ａ

【そのほかの助成】

助成の種類 交付単価

二毛作助成 １．５万円 / 10ａ
耕畜連携助成 １．３万円 / 10ａ
産地交付金（野菜、花き・花木） １．５万円 / 10ａ
産地交付金（地力増進作物など） １．０万円 / 10ａ
産地交付金（地域振興作物７品目） ０．５万円 / 10ａ

※ 産地交付金の交付単価については、申請状況によ
り変動する場合があります。
※ 出荷・販売などの要件を満たせば、米の生産数量
目標の達成にかかわらず交付対象です。
※ 地域振興作物は、キュウリ、ナス、イチゴ、キャ
ベツ、シュンギク、ブロッコリー、ソラ豆です。

■ 米に対する助成（生産数量目標を守った農業者のみ）

【米の直接支払交付金】作付面積に応じて7,500円 / 
10ａを交付します。「水稲共済加入者」または「作
付面積25a未満で販売を行う人」が対象です。
※ 交付対象面積は、主食用米の作付面積から10ａ（自
家消費米相当分）を控除して算定します。

【申請期限】６月３０日㈫まで
※ 申請書類などは、６月上旬に対象者へ送付しま
す。６月８日までに届かなかった場合は、ご連
絡ください。

【対象者】  販売農家または集落営農（メニューごと
に追加条件があります）

【対象作物】 米、麦、大豆、テン菜、でん粉原料用
バレイショ、ソバ、ナタネ

※ 水田に作付する飼料用米、米粉用米、ＷＣＳ用
稲、加工用米、飼料作物、転作作物（きゅうり、
かぼちゃなどの野菜、地力増進作物など）も対
象になります。

　農業経営の安定と国内生産力の確保を図るととも
に、水稲からの作付転換を促すことを目的として、
経営所得安定対策等を実施します。

※ 制度の詳細や手続方法などについては、お問い合
わせください。

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、
経営が不安定な就農初期段階の所得を確保するた
め、給付金を給付します。

【給付金】年額150万円（最長５年間）
※ 共同経営者が夫婦の場合は225万円、法人新設
の場合はそれぞれに給付します。
※前年の所得額により給付金額が変動します。

【要　件】

▽独立・自営就農である

▽  独立・自営就農時の年齢が、原則45歳未満であ
り、農業経営者となることについての強い意欲
を有している

▽  農業経営基盤強化促進法に規定する青年等就農
計画の認定を受けた者であること　など

【問合先】農林課☎内線２８１６・２８１５

平成２７年度  青年就農給付金事業（経営開始型）

ＴＯＷＮ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24 － １１１１

□ 吉 田 支 所 ☎52 － １１１１

□ 三 間 支 所 ☎58 － ３３１１

□ 津 島 支 所 ☎32 － ２７２１

□ 宇和海支所 ☎62 － ０３１１


	k-uwajima1506_10-14
	k-uwajima1506_15-18

